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学社連携・融合事業を進めるにあたって、事業に参画してくださる地域の方はどのように感じているのでしょ

うか。三和中学校の「総合的な学習の時間」における農業体験に携わった田子英司氏が、平成17年度の青少年

教育研究発表会において、その思いをお話ししてくださいました。

  今号では、お話しの一部をご紹介いたします。地域の子どもたちにかける氏の思いや学校への願いは、各地域

の方々の思いと通じるものがあると思われます。

◇ 田子氏のお話し

	① 三和中学校の「郷土、郷土の産業を知る、そして体験をする」という趣旨に賛同して、中学生男女８名を
受け入れました。

1日目はライスセンターでの稲刈り作業。２日目は４名ずつ２班で、１班は、土地家屋調査士もしている

ライスセンターの組合長の下で測量の実習体験。もう１班が、私の所で間伐材を利用した植木の支柱をつく

るというような仕事の体験や大豆畑の草引き作業も手伝っていただきました。
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② 受け入れる我々としては「たかが２日間、されど２日間」という
思いがあり、「単なるお祭り騒ぎだけでは終わって欲しくない、将
来につながる何かきっかけ、できれば農、林に関する何かのスイッ
チが入ってくれないか」そんな思いで受け入れています。

　 つらい仕事を２日間させるだけでは逆効果で、労働の部分とご褒
美の部分とをセットにした段取りをしたつもりです。

③ ライスセンターでの稲刈りの場合、大きなコンバインでの作業なので四隅が刈り残ってしまいます。その
ため、コンバインが方向転換できるスペース分を事前に鎌で刈り取らなくてはいけません。

家に鎌がある生徒は持参するよう先生に伝えたところ、生徒達は、祖父母が研いだであろう見事な鎌を持
  ってきてくれました。
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その鎌を株に直角に当てて平行に引いて切ろうとするが、切れない。
私がやると切れる。何度かやって気が付きました。私の切り口は斜め
に上がっている。それを教えたら切れるようになりました。
これで稲刈りを体験してもらいました。

その後、私が脇に乗りコンバインの操縦をしてもらいました。生徒
達の操縦は見事です。ちょっとコツを教えたら、我々と同等かそれ以上。
そのような形で、労働とご褒美としました。



	④ 大豆の草引きについては、１枚１haの田んぼを生徒4人でと言われたら、１週間も10日もかかってし
まいます。それでは、「絶対百姓などしない」ということになってしまうので、それなりの時間で終わって、
秋の刈り取りの時に、生徒達に収穫する大豆がどんな色でどんな粒か状態を見てもらいました。
その後、食べて感じてもらおうと、大豆で作った豆腐を持って行きました。


⑤ 課題は日程。稲のちょうどいい刈り取りの日と学校の予定が合わ
ない場合があります。

日程、それから、学校側として「どんな内容にして、子どもたち
に何を学ばせたい、どんな形で学ばせたい、どんなことを感じさせ
たい」という思いの部分と、我々引き受ける側の思いとについて、
ある程度事前に打ち合せをしたら良かったと思いました。

⑥ 打ち合わせの部分も含めて、今の農業の現場や実情を、中学生や先生にも体験し考えてもらいたい。縁が
 あって赴任した所の特性、そこでしか学べないことがある。私の地区は、圃場整備で田んぼを大きな区画に
整備したが、そこに稲ではないものが植えられている。「なぜだろう、稲ではなく大豆」そういうところを
考え始めたら、生徒も先生も、社会の状況などを考えるきっかけはいくらでもあると思います。
⑦ 学校の課題の中で、「同じ人に講師を頼むと大きな負担なのでは？」との話がありましたが、我々と学校
が、子ども達の将来について、同じ思いで今後も体験の部分を継続して出来るのであれば、もしかしたら、
私のところに来てくれた誰かが、将来、三和の農業を背負って立つ後継者になるかもしれない。市の農林業
行政を司る立場になるかもしれない。農機具メーカーで画期的な農機具の製作に携わるかもしれない。この
「かもしれない」という夢、その部分にかけたいのです。

⑧ 今回引き受けた中で心配だったことは、万が一の事故、怪我です。鎌、刃物を持っての作業なので、転ん
で怪我などした場合に、我々受け入れ側として、どういう責任をとらなければいけないのかという部分につい
て、学校側と話をしていませんでした。これが教訓です。

⑨ 最後にうれしかったことがありました。女生徒２人に緑化木の支柱を作る体験をしてもらっている時に、
あんまり上手なので、何気に「忙しいときに二人に頼めたらいいな」と冗談半分で話をしたら、２日目の仕
事が終わって帰るときに、「何月何日は部活でダメです。何日と何日は大丈夫です。」と言うのです。何を
言っているのかと思ったら「手伝いに来られます。」と言うわけです。私に、自分たちのスケジュールを教

えてくれたのです。そういう風に考えてくれたんだなぁと、うれしくなりました。




 ※ 平成18年度の青少年教育研究発表会は、平成19年2月26日（月）に開催予定です。
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